
相沢忠洋●1973 年　『岩宿の発見』　講談社
相沢忠洋・関矢晃●1988 年　『赤城山麓の旧石器』　講談社
稲田孝司●1988 年　『旧石器人の生活と集団』古代史復原 1　講談社
稲田孝司●2001 年　『遊動する旧石器人』先史日本を復原する 1　岩波書店
岩宿博物館●2006 年　第 42回企画展展示図録『岩宿時代はどこまで遡れるか』
海部陽介●2005 年　『人類がたどってきた道　“文化の多様性“の起源を探る』　日本放送出版協会
笠懸野岩宿文化資料館●1992 年　『岩宿時代』常設展示図録
笠懸野岩宿文化資料館●1999 年　第 28回企画展展示図録『岩宿遺跡発掘 50年の足跡』
笠懸野岩宿文化資料館●2001 年　第 32回企画展展示図録『岩宿時代の動物たち』
笠懸野岩宿文化資料館●2001 年　第 33回企画展展示図録『日本人のルーツをさぐる―日本人類史の検討―』
笠懸野岩宿文化資料館●2002 年　第 35回企画展展示図録『最古の磨製石器―岩宿時代Ⅰ期の石斧の謎―』
笠懸野岩宿文化資料館●2005 年　第 40回企画展展示図録『環状ブロック群―3万年前の巨大集落を追う―』
木村英明●2005 年　『北の黒曜石の道・白滝遺跡群』　新泉社
旧石器文化談話会●2000 年　『旧石器考古学事典』　学生社
京都文化博物館●1997 年　『ヒトの来た道―人類 500万年と列島最古の居住民―』平成 9年度特別展
群馬県埋蔵文化財調査事業団●2005 年　『群馬の遺跡 1　旧石器時代』　上毛新聞社
小菅将夫●2006 年　『赤城山麓の 3万年前のムラ・下触牛伏遺跡』　新泉社
小菅将夫・大工原豊・麻生敏隆●2004 年　『群馬の旧石器』　みやま文庫
鈴木忠司●1984 年　『先土器時代の知識』考古学シリーズ 3　東京美術
須藤隆司●2004 年　『石槍革命・八風山遺跡群』　新泉社
堤　隆●2004 年　『氷河期を行き抜いた狩人・矢出川遺跡』　新泉社
堤　隆●2004 年　『黒曜石 3万年の旅』　日本放送出版協会
栃木県立博物館●2003 年　企画展図録『氷河時代の狩人たち―旧石器時代の自然とくらし―』
仙台市富沢遺跡保存館●1996 年　『地底の森ミュージアム常設展示案内』
仙台市富沢遺跡保存館●1996 年　地底の森ミュージアム開館記念特別企画展『氷河時代を生きる―2万年前の旧石

器人と動物たち―』
群馬県立自然史博物館●2007 年　第 27回企画展『アイスエイジ　氷河時代を生きた動物たち』

岩宿（旧石器）時代を学ぶための参考図書
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